
- 2 -- 3 -

民営化で危惧される安全

 笹子トンネル崩落事故は
　　　なぜ防止できなかったのか？

山 田 　 厚全国労働安全衛生研究会　副代表

高
速
道
路
事
故
で
は

　
最
悪
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
事
故
が
発
生

　

昨
年
二
〇
一
二
年
の
十
二
月
二
日
に
中
央
自
動
車

道
上
り
線
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
（
山
梨
県
大
月
市
ト
ン

ネ
ル
延
長
四
・
七
㎞
）
の
天
井
板
崩
落
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
の
事
故
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
部
に
ア

ン
カ
ー
ボ
ル
ト
で
つ
ら
れ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
天

井
板
（
厚
さ
約
九
㎝
、
重
さ
約
一
・
二
ｔ
ま
た
は
一
・

四
ｔ
）
の
お
よ
そ
三
〇
〇
枚
が
一
三
〇
ｍ
に
わ
た
っ

て
連
鎖
的
に
崩
れ
落
ち
、
事
故
発
生
時
に
走
行
中
で

あ
っ
た
三
台
の
自
動
車
が
下
敷
き
と
な
り
、
う
ち
二

台
が
発
火
し
た
も
の
で
す
。

　

図
①
こ
の
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
者
九
名
・
重
軽
傷

者
二
名
を
出
す
日
本
の
高
速
道
路
史
上
で
最
も
死
亡

者
数
の
多
い
重
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。　

　

十
二
月
四
日
に
は
県
警
は
事
故
原
因
究
明
に
む

け
、
業
務
上
過
失
致
死
容
疑
で
中
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
（
以
下
か
ら
中
日
本
高
速
と
す
る
）
を
家
宅

捜
査
し
強
制
捜
査
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
犠
牲
者
の

遺
族
は
刑
事
告
訴
で
事
故
原
因
と
責
任
を
明
ら
か
に

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
ず
さ
ん
な
安
全
管
理
の
問
題
が
さ
ま
ざ
ま

に
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
の
設
計
と
工
法
の
問

題
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
事
故
の
背
景
に
は
小
泉

改
革
の
「
官
か
ら
民
へ
」
と
い
う
道
路
公
団
の
民
営

化
の
実
態
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　
　
　
　
　 図①　�産経新聞（インターネット）

12 月 2 日より掲載

中央自動車道笹子トンネル上り線の事故現場。崩落し

た天井板などが見える＝３日午前２時10 分［大月市消

防本部提供］	 （2012年 12月03日）【時事通信社】
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ト
ン
ネ
ル
内
の
極
め
て
危
険
な

　
　
　
状
態
が
野
放
し
に
さ
れ
て
い
た

　

国
土
交
通
省
は
、
天
井
板
崩
落
事
故
が
起
き
た
笹

子
ト
ン
ネ
ル
上
り
線
の
「
つ
り
天
井
」
の
崩
落
し
て

い
な
い
部
分
を
緊
急
点
検
し
一
月
九
日
に
報
告
を
し

ま
し
た
。
図
②
そ
れ
に
よ
る
と
ボ
ル
ト
の
緩
み
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
な
ど
計
一
二
一
一
カ
所
の

不
具
合
が
あ
り
、
そ
の
内
の
つ
り
金
具
を
天
井
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
固
定
し
て
い
る
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
は

全
一
万
一
六
一
三
カ
所
の
一
割
近
い
一
〇
二
八
カ
所

の
異
常
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
点
検
前
か
ら
ボ
ル
ト

が
抜
け
落
ち
て
い
た
状
態
の
「
欠
落
」
も
五
カ
所
あ
っ

た
の
で
す
。

　

事
故
が
起
き
な
か
っ
た
下
り
車
線
の
緊
急
点
検
で

も
、
異
常
は
六
三
二
ヵ
所
有
り
、
欠
損
は
二
十
二
ヵ

所
で
し
た
。

　

こ
の
緊
急
点
検
は
、
既
に
崩
落
し
た
部
分
の
約

一
三
〇
ｍ
を
除
い
た
部
分
の
点
検
だ
け
に
、
各
報
道

も
道
路
を
管
理
す
る
中
日
本
高
速
の
「
ず
さ
ん
な
管

理
体
制
が
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
」
「
今

ま
で
崩
落
し
て
い
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
な
く
ら
い

だ
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

極
め
て
危
険
な
状
態
が
野
放
し
に
さ
れ
て
い
た
の

で
す
。

い
く
つ
も
の
事
故
要
因
が
蓄
積
さ
れ

　
危
険
性
が
強
ま
っ
て
い
た

　

こ
の
崩
落
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
も

の
要
因
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
下
は
主
に
地
元

紙
（
山
梨
日
日
新
聞
）
の
丁
寧
な
取
材
か
ら
明
ら
か

に
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

 

・  

重
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
天
井
板
を
、
接
着
剤
を
つ

か
っ
た
「
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
」
で
「
つ

り
天
井
」
と
す
る
設
計
と
工
法
に
そ
も
そ
も
の
危

険
性
が
あ
っ
た
こ
と

 

・  

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
が
埋
め
込
ま
れ
た
深
さ
は
わ
ず

か
一
三
㎝
だ
け
で
現
在
の
工
法
の
半
分
以
下
だ
っ

た
こ
と

 

・  

ボ
ル
ト
の
接
着
剤
が
不
足
し
て
お
り
、
強
度
不
足

の
ボ
ル
ト
で
あ
っ
た
こ
と

 

・  

一
九
七
七
年
開
通
か
ら
三
十
五
年
た
っ
た
ト
ン
ネ

ル
の
老
朽
化
で
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
。

特
に
接
着
剤
の
劣
化
が
あ
っ
た
こ
と

 

・  

同
様
の
工
法
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
ト
ン
ネ
ル
の
崩

落
事
故
が
六
年
前
に
あ
り
、
そ
の
危
険
性
を
指
摘

す
る
報
告
書
が
国
土
交
通
省
や
中
日
本
高
速
に
も

配
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
教
訓
が
生
か
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

 

・  

中
日
本
管
内
の
「
つ
り
天
井
」
の
天
井
板
の
撤
去

は
道
路
公
団
時
代
に
は
改
修
工
事
と
し
て
行
わ
れ

て
き
た
が
、
民
営
化
以
降
は
撤
去
改
修
を
行
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と

 

・  

道
路
公
団
時
代
に
は
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
た
ト

ン
ネ
ル
最
上
部
の
ボ
ル
ト
付
近
を
ハ
ン
マ
ー
で
た

た
い
て
異
常
を
確
認
す
る
打
音
検
査
を
し
な
か
っ

た
こ
と
。
打
音
検
査
は
ト
ン
ネ
ル
点
検
の
基
本
中

の
基
本
で
あ
る
が
「
民
営
化
以
降
は
一
度
も
行
わ

れ
な
か
っ
た
」
こ
と

 

・  

会
社
は
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
あ
る
打
音
検
査

を
、
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
場
合
は
「
手
が
と
ど
か
な

い
」
の
で
、
運
用
と
し
て
「
目
視
点
検
」
だ
け
と

し
て
い
た
こ
と

図②　笹子トンネル上り車線の異常確認箇所

（1月１０日付　『山梨日日新聞』など各新聞報道より）
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・  

民
営
化
後
は
「
本
社
は
グ
ル
ー
プ
会
社
に
、
グ
ル
ー

プ
会
社
は
協
力
会
社
に
」
と
い
う
下
請
け
へ
の
丸

投
げ
の
連
鎖
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
現
場
の
声

を
拾
い
上
げ
な
い
無
責
任
状
態
に
な
っ
た
こ
と

 

・  

民
営
化
後
の
管
理
修
繕
費
は
、
そ
れ
ま
で
の
３
割

削
減
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
一
方
で
高
速
道
路
の
開

通
延
長
は
一
・
三
倍
も
の
び
て
い
る
こ
と
。
安
全

上
の
保
全
管
理
の
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
て
い
た
こ

と

 

・  

小
泉
改
革
当
時
の
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進

委
員
会
が
、
根
拠
も
な
い
管
理
費
の
３
割
削
減
を

新
高
速
道
路
会
社
の
方
針
と
し
て
示
し
た
こ
と

 

・  

一
〇
〇
％
株
主
の
国
は
、
高
速
道
路
の
維
持
管
理

を
高
速
道
路
会
社
に
丸
投
げ
し
て
い
た
こ
と
。
点

検
や
補
修
に
対
し
て
の
統
一
基
準
は
な
く
、
国
へ

の
点
検
結
果
の
報
告
義
務
も
な
い
こ
と
。
国
も
各

高
速
道
路
社
の
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
を
把
握

し
て
い
な
い
こ
と

　

重
大
事
故
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
故
要
因
が

複
合
し
相
互
連
関
し
て
発
生
し
ま
す
。
こ
の
笹
子
ト

ン
ネ
ル
事
故
も
い
く
つ
も
の
事
故
要
因
＝
危
険
要
因

が
時
系
列
的
に
も
連
鎖
し
、
危
険
性
が
蓄
積
さ
れ
、

よ
り
強
ま
り
「
い
つ
崩
落
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状

態
」
と
な
っ
て
発
生
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
道
路
公
団
の
民
営
化
後
に
お
け
る

最
終
段
階
で
の
ト
ン
ネ
ル
の
状
態
と
安
全
管
理
に
主

な
事
故
原
因
が
集
中
し
て
き
ま
す
。
最
終
段
階
で
あ

る
現
在
の
安
全
管
理
さ
え
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
な

ら
防
止
で
き
た
の
で
す
。

点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
も

　
道
路
公
団
時
代
よ
り
著
し
く

　
　
手
抜
き
を
し
た
中
日
本
高
速

　

中
日
本
高
速
の
安
全
管
理
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
？

国
土
交
通
省
に
置
か
れ
た
「
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
の
落

下
事
故
に
関
す
る
調
査
・
検
討
委
員
会
」
で
集
め
ら

れ
た
資
料
に
あ
る
点
検
作
業
の
た
め
の
点
検
マ
ニ
ュ

ア
ル
か
ら
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

　

道
路
公
団
時
代
の
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
ト
ン
ネ

ル
に
つ
い
て
も
か
な
り
詳
細
な
点
検
内
容
を
も
と
め

て
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
内
の
天
井
板
に
つ
い
て
も
そ

の
危
険
性
を
明
記
し
て
「
天
井
板
の
上
部
に
登
る
」

こ
と
や
「
車
道
へ
の
落
下
の
危
険
性
の
有
無
の
確
認
」

す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
天
井
板
の
固
定
金
具

部
分
も
点
検
重
点
箇
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
①

　

こ
の
道
路
公
団
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
新
た
に
発
足

し
た
ば
か
り
の
東
日
本
、
中
日
本
、
西
日
本
の
高
速

道
路
三
社
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
『
保
全
点
検
要
領
』

（
二
〇
〇
六
年
）
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、も
う
こ
の
時
点
で
も
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
「
判

定
の
標
準
」
が
い
く
つ
も
、
道
路
公
団
時
代
よ
り
後

退
し
甘
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
中
日
本
高
速
の
最
近
の
『
保
全
点
検
要
領
』

（
二
〇
一
二
年
）
を
み
る
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
道
路

公
団
時
代
の
も
の
よ
り
著
し
く
簡
素
化
し
手
抜
き
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
、
指
摘
し
て
み
ま
す
。

 

・  

全
体
と
し
て
、
点
検
項
目
や
解
説
な
ど
の
文
章
が

少
な
く
な
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
自
体
の
ペ
ー
ジ
数
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

 

・  「
打
音
」
「
補
修
」
「
修
繕
」
と
い
う
用
語
も
意
識

的
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

 

・  

ま
た
ト
ン
ネ
ル
の
「
判
定
の
標
準
」
に
は
危
険
性

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
「
天
井
板
」
の
項
目
も
削

除
さ
れ
て
い
る
こ
と

 

・  

特
に
大
き
な
違
い
は
、
道
路
公
団
時
代
で
は
点
検

と
補
修
・
補
強
の
実
施
・
緊
急
・
応
急
措
置
は
同

じ
「
点
検
業
務
の
流
れ
」
の
対
象
だ
っ
た
も
の
が
、

中
日
本
高
速
は
点
検
業
務
の
範
囲
を
狭
め
「
対
策

は
別
の
業
務
」
と
さ
れ
補
修
・
補
強
、
応
急
措
置

な
ど
が
切
り
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
資
料
②	

は

道
路
公
団
時
代
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
「
点
検
業
務
の

流
れ
」
に
あ
っ
た
範
囲
で
網
か
け
部
分
が
中
日
本

高
速
道
路
で
は
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
も
の

　

つ
ま
り
、
安
全
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
自
体
も
道

路
公
団
時
代
の
も
の
よ
り
著
し
く
後
退
し
、
さ
ら

に
新
会
社
に
な
っ
た
ば
か
り
の
高
速
道
路
三
社
の
マ
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ニ
ュ
ア
ル
よ
り
最
近
の
中
日
本
高
速
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
よ
り
点
検
業
務
を
簡
素
化
・
形
骸
化
し
、
補
修
だ

け
で
な
く
緊
急
・
応
急
措
置
さ
え
も
怠
っ
て
い
る
内

容
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
点
検
を
し
て
い
た
の
か
？

　
目
視
点
検
も
不
十
分
で
は
な
い
か

　

点
検
作
業
に
お
い
て
は
、
特
に
打
音
検
査
の
有
無

が
事
故
原
因
で
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
打
音
検
査

と
は
、
天
井
板
を
固
定
す
る
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
付

近
を
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
き
、
音
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内

部
や
ボ
ル
ト
の
異
常
を
見
つ
け
出
す
も
の
で
す
。
音

の
違
い
は
子
ど
も
で
も
わ
か
る
ほ
ど
、
わ
か
り
や
す

い
も
の
で
す
。
資
料
③

　

こ
の
打
音
検
査
を
行
う
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
高
速

道
路
会
社
の
三
社
全
て
に
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
中
日
本
高
速
は
、
笹
子
ト
ン
ネ
ル
だ
け

は
「
目
視
で
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
打
音
検
査

を
行
う
」
と
い
う
手
抜
き
の
運
用
で
し
た
。

　

こ
れ
は
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
上
部
は
通
常
よ
り
高
く

「
足
場
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
か
ら
で
あ
り

「
人
手
も
コ
ス
ト
も
時
間
も
か
か
る
か
ら
」
と
の
こ

と
。
中
日
本
高
速
は
「
『
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
基
本
的
な

点
検
方
法
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
運
用
に
問
題

は
な
い
』
『
目
視
で
絞
り
込
ん
だ
ほ
う
が
効
率
的
と

考
え
た
』
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
運
用
を
変
え
た
理
由
を
説

明
」
（
朝
日
新
聞
十
二
月
六
日
）
。
こ
う
し
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
勝
手
に
解
釈
し
て
二
〇
〇
〇
年
か
ら
一
度
も

打
音
検
査
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
は
中
日
本
の
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る

『
維
持
・
修
繕
そ
の
他
管
理
の
仕
様
書
（
暫
定
）
』

（
二
〇
〇
五
年
）
『
保
全
点
検
要
領
』
を
み
る
と
、
問

題
は
安
全
内
容
が
後
退
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
か
打
音

検
査
の
手
抜
き
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

中
日
本
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
と
車
上
目
視
・
車

①アーチクラウン部

目地

⑥内装板

⑤天井板

ＳＬ

変状

点検重点箇所

変状がある場合点検実施

(a) 矢板工法によるトンネル

　　　 天井板の留意事項
（ａ）天井板の損傷は吊り金具などの腐食・破損が最も心配されるため、

点検にあたってはトンネル保守作業などに併せて天井板の上部に登り、

目視による確認をするなどの配慮が必要である。

（ｂ）天井板の点検の際は、天井板の固定状況および天井板材料の劣化に

よる車道への落下の危険性の有無を確認するとともに、外力変形の伴う

天井板やタイロット等の固定金具の変形、せん断ひび割れ等の発生の有

無を確認する。

　　　　　　　　　

点検重点箇所

日本道路公団「道路構造物点検要領（案）2005 年」

資料①
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上
感
覚
か
ら
の
日
常
点
検
、
徒
歩
に
よ
る
目
視
点
検
・

打
音
検
査
な
ど
の
定
期
点
検
、
近
接
目
視
や
打
音
検

査
に
よ
る
詳
細
点
検
、
地
震
時
な
ど
の
対
応
と
し
て

の
臨
時
点
検
（
災
害
点
検
）
、
そ
れ
以
外
に
簡
易
な

計
器
を
用
い
て
行
う
構
造
検
査
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
業
内
容
と
点
検
間
隔
の
作
業
水
準
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

通
常
の
目
視
点
検
と
は
、
変
形
・
亀
裂
・
損
傷
・

腐
食
・
汚
損
・
漏
れ
・
緩
み
・
欠
損
・
脱
落
な
ど
の

有
無
を
外
観
か
ら
目
視
で
行
い
ま
す
。
近
接
目
視
の

場
合
に
は
手
で
確
認
す
る
触
手
も
行
い
ま
す
。
近
接

目
視
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
遠
望
目
視
で
す
が
照

明
も
当
て
な
が
ら
双
眼
鏡
で
点
検
す
る
の
で
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
中
日
本
高
速
は
、
ま
と
も
な
徒
歩

巡
視
に
よ
る
目
視
点
検
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

も
、
確
実
だ
と
思
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら

先
の
国
土
交
通
省
の
報
告
で
は
、
上
り
車
線
の
ト
ン

ネ
ル
全
体
の
異
常
は
一
二
一
一
カ
所
、
ア
ン
カ
ー
ボ

打音の結果 想定されるコンクリート構造物の状態

キンキン .コンコンといった清音を
発し、反発感がある。（清音）

健全

ドン、ドスドスなどの鈍い音がす
る。（濁音）

劣化、表面近くに空洞がある。

ボコ、ペコペコなど薄さを感じる
音がする。（濁音）

はく離（うき）している

『道路構造物点検要領（案）』2003 年　日本道路公団

旧公団時代の点検マニュアルには打音の判断目安も
　道路公団時代の点検マニュアルには、打音検査の判断する目安も掲げてい

ます。またこれからの課題として打音検査だけでなく精度を高めるために新

技術（赤外線カメラやレーザー等の新技術による非破壊検査技術の導入ウォー

タージェットの活用）の活用も検討していくとしています。

　　　打音によるコンクリート構造物の状態を判断する場合の目安資料③

日常点検
（車上目視）

定期点検
（遠望目視）

詳細点検
（クラック計測）

トンネル点検業務の流れ
　トンネル点検の基本的な流れを示す。なお、詳細点検で実施する具体的な点

検方法及び表面画像を用いた評価方法等を適用する場合は、「トンネル詳細点

検及び健全評価マニュアル（案）」（平成 16 年 10 月）によるものとする。

　このフローチャートは日本道路公団『道路構造物点検要項（案）2005 年』

であり、　　 範囲は中日本高速『保全点検要領 2102 年』で「点検業務の流れ」

で対象外とされたものである

初期点検

点検計画
（日常・定期・詳細点検）

補強計画立案・実施の判断

補修・補強の実施

緊急・応急処置

近接目視・打音等
（現地点検）

表面画像を用いた評価

点検結果の判定・評価

健全度評価・対策工立案・
劣化度予測

詳細調査
（必要に応じて実施）

調査結果の判定・評価

点検の実施

〈詳細点検〉

資料②
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ル
ト
は
十
二
本
に
一
本
の
異
常
で
あ
り
、
距
離
に
し

て
四
ｍ
に
一
カ
所
の
異
常
で
し
た
。
点
検
前
に
ボ
ル

ト
が
抜
け
落
ち
て
い
た
箇
所
は
上
り
線
と
下
り
線
を

合
わ
せ
て
二
十
七
カ
所
も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
危
険
状
態
が
目
視
点
検
で
も
わ
か
ら
な
い
は

ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
打
音
検
査
以
前
の
問

題
で
す
。
点
検
前
に
二
三
㎝
も
あ
る
大
き
な
ボ
ル
ト

が
抜
け
落
ち
て
い
た
箇
所
は
上
り
線
と
下
り
線
で
合

わ
せ
て
二
十
七
カ
所
で
す
が
、
崩
落
し
た
一
三
〇
ｍ

部
分
で
は
も
っ
と
ボ
ル
ト
が
抜
け
落
ち
て
い
た
は
ず

で
す
。
天
井
裏
を
徒
歩
巡
視
す
る
だ
け
で
も
、
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
異
常
の
確
認
が
で
き
た
は
ず
で
す
。

重
大
事
故
三
ヶ
月
前
の
定
期
点
検
な
ら

　
異
常
の
確
認
が
で
き
た
は
ず
だ
が

　

し
か
し
中
日
本
高
速
は
「
定
期
点
検
は
し
て
い
た
」

と
い
う
の
で
す
。
中
日
本
高
速
の
発
表  

資
料
④　

に
よ
る
と
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
も
定
期
点
検
二
回
、

臨
時
点
検
も
一
回
行
っ
て
お
り
、
天
井
裏
の
定
期
点

検
も
崩
落
事
故
の
三
ヶ
月
前
の
二
〇
一
二
年
の
九
月

に
「
近
接
目
視
、
一
部
打
音
点
検
」
を
し
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

な
ぜ
、
こ
の
三
ヶ
月
前
の
定
期
点
検
で
さ
ま
ざ
ま

な
異
常
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

一
体
ど
の
よ
う
な
点
検
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
？　

二
三
㎝
も
あ
る
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
見
落
と

す
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
と

も
三
ヶ
月
前
に
は
、
変
形
・
亀
裂
・
損
傷
・
腐
食
・

汚
損
・
漏
れ
・
脱
落
な
ど
は
何
も
な
く
、
そ
れ
以
降

に
生
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

　

ま
た
地
震
な
ど
の
事
態
に
対
し
て
行
う
は
ず
の
臨

時
点
検
（
災
害
点
検
）
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
以

降
に
は
臨
時
点
検
も
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
も

理
解
に
苦
し
み
ま
す
。

　

中
日
本
高
速
の
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
点
検
を
簡
素

化
し
安
全
上
の
後
退
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
そ
の
点
検
自
体
も
極
め
て
問
題
が
あ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
目
視
点
検
の
徒
歩
巡
回
だ
け
で
も
気
が
つ

く
は
ず
の
異
常
に
気
が
つ
か
な
い
よ
う
な
点
検
内
容

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

簡
易
な
点
検
で
も

　
異
常
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、

　
　
そ
れ
を
放
置
し
て
い
た

　

こ
の
こ
と
は
、
か
な
り
疑
問
で
し
た
が
、
そ
の
後

事
実
が
わ
か
り
ま
し
た
。
中
日
本
高
速
は
事
故
発
生

三
ヵ
月
前
に
行
わ
れ
た
簡
易
な
点
検
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ト
ン
ネ
ル
内
に
異
常
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

地
元
紙
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
土
交
通
省

に
提
出
さ
れ
た
中
日
本
高
速
の
資
料
に
は
、
確
か
に

こ
の
点
検
結
果
で
五
十
一
ヵ
所
の
異
常
あ
っ
た
こ
と

と
、
ま
た
「
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
等
で
、
機
能
面
か
ら

み
て
速
や
か
に
補
修
が
必
要
な
損
傷
は
な
い
と
判
断

し
た
」
と
い
う
中
日
本
高
速
の
見
解
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
資
料
⑤

昨
秋
五
十
一
カ
所
の
異
常
確
認

　
中
日
本
「
問
題
な
い
」
と
放
置

　

点
検
で
、
天
井
板
を
支
え
る
ア
ン
カ
ー
ボ
ル

ト
な
ど
の
脱
落
や
緩
み
を
五
十
一
ヵ
所
で
確
認

し
て
い
た
こ
と
が
一
日
、
国
土
交
通
省
の
資
料

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
異
常
が
確
認
さ
れ
た
の

は
天
井
板
が
崩
落
し
た
箇
所
と
は
別
の
場
所
だ

が
、
中
日
本
は
「
安
全
性
に
問
題
は
な
い
」
と

判
断
し
、
補
修
せ
ず
放
置
。
詳
細
な
点
検
を
行

う
よ
う
指
示
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
中

日
本
の
子
会
社
が
当
初
、
十
二
年
九
月
と
〇
八

年
に
天
井
板
を
詳
細
に
点
検
す
る
計
画
を
立
て

な
が
ら
、
本
社
の
指
示
で
取
り
や
め
に
な
っ
た

り
、
簡
易
な
方
法
に
変
更
し
て
い
た
こ
と
も
判

明
。
県
警
も
こ
う
し
た
事
実
を
把
握
し
て
お
り
、

詳
細
な
点
検
を
行
っ
て
い
れ
ば
危
険
性
を
察
知

で
き
た
可
能
性
も
あ
る
と
み
て
調
べ
て
い
る
。

（『
山
梨
日
日
新
聞
』
二
月
二
日
）
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2005

（平成17）

定期点検

2000

（平成12）

臨時点検

点  検  範  囲点検実施年度

2008

（平成20）

臨時点検

2012.9

（平成24）

定期点検

※事故３カ月前の点検

2012.12

（平成24）

緊急点検

※事故後の点検

ダクト空間の

近接目視

及び打音点検

路面上から

近接目視

及び打音点検

ダクト空間の

近接目視

及び打音点検

ダクト空間及び

路面上から

近接目視及び

一部打音点検

路面上から

近接目視点検

笹子トンネル（下り線）の点検経緯（2000年以降）

中日本高速道路会社発表資料

資料④

『笹子トンネル（上り線）の過去の点検経緯』　中日本高速道路株式会社

定期点検の実績［2012年９月（Ｈ24．９）］（上り線）資料⑤

中日本はトンネルの異常を知っていた！　しかしそれを放置した！
　中日本高速の提出した資料には　　①　簡単な点検でも 51 カ所の異常があることを知ってい

ました。しかし、　　②　それを「速やかに補修が必要な損傷ではないものと判断」して放置し

ていました。

点検範囲・対象

点検方法

点検結果

天井板上：覆工コンクリー
ト、隔壁板、天井板上面、

受台等

道路空間：天井板下面、点
検用通路、内装板、水路等

天井板上は、徒歩により近

接目視及び一部打音点検※、

道路空間は、高所作業車に

より近接目視及び打音点検

※打音は近接目視での異常

箇所について実施（手の届

く範囲）

点検結果 2012 主な点検結果（概要）
・アンカーボルトの脱落※１　　　　　　 ４箇所

・アンカーボルトのゆるみ※２　　　　　 20箇所

・アンカーボルト腐食による断面欠損　　 10箇所

・吊金具ボルトの脱落※１　　　　　　　 17箇所

※１　2012年９月の「脱落」では、2012年12月緊

急点検で定義した「欠落」と「脱落」を区分して

いない

※２　ボルトナットのゆるみを含む

※上記数量は、Ｈ24. 12. 12「中央自動車道笹

子トンネル天井板落下事故を受けた緊急点検

結果」の数量区分に準じて算出 

※アンカーボルト等で、 機能面からみて速や
かに補修が必要な損傷はないものと判断した

※欠落；点検時点で既に抜けていたもの

　脱落；点検を行った際に抜け落ちたもの 

①

②
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2005

（平成17）

定期点検

2000

（平成12）

臨時点検

点  検  範  囲点検実施年度

2008

（平成20）

臨時点検

2012.9

（平成24）

定期点検

※事故３カ月前の点検

2012.12

（平成24）

緊急点検

※事故後の点検

ダクト空間の

近接目視

及び打音点検

路面上から

近接目視

及び打音点検

ダクト空間の

近接目視

及び打音点検

ダクト空間及び

路面上から

近接目視及び

一部打音点検

路面上から

近接目視点検

笹子トンネル（下り線）の点検経緯（2000年以降）

中日本高速道路会社発表資料

資料④

　

や
は
り
、
ど
の
よ
う
な
簡
単
な
点
検
で
あ
ろ
う
と

も
、
そ
の
異
常
を
確
認
で
き
て
い
た
の
で
す
。
し
か

し
異
常
を
確
認
し
て
も
そ
れ
を
危
険
な
兆
候
と
し
な

い
で
放
置
し
て
い
た
の
で
す
。

災
害
予
防
の
原
則
で
あ
る
現
場
の
声
や

　
危
険
な
兆
候
を
拾
い
上
げ
て
い
な
い

　

国
際
的
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
災
害
予
防
の
理
論
と

し
て
、
「
一 :

 

二
九 :

 

三
〇
〇
の
法
則
」
（
「
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
の
法
則
」
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
件

の
重
大
災
害
の
背
景
に
は
二
九
件
の
小
規
模
災
害
が

あ
り
、
三
〇
〇
件
の
災
害
や
傷
害
に
な
ら
な
か
っ
た

ニ
ア
災
害
と
い
う
不
安
全
状
態
が
あ
っ
た
と
す
る
も

の
で
す
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
構
）
で
は
、
こ
れ
の
こ
と

を
「
災
害
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

「
通
常
、
災
害
が
重
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ

の
発
生
は
い
っ
そ
う
ま
れ
に
な
り
ま
す
。
ニ
ア
災
害

は
災
害
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
底
辺
ま
た
は
土
台
を
形
成
し

ま
す
が
、
死
亡
災
害
は
頂
点
に
位
置
し
ま
す
」
「
災

害
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
、
災
害
予
防
と
い
う
目
的
の
た

め
に
以
下
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
、
災
害
予
防

は
ニ
ア
災
害
（
ニ
ア
ミ
ス
）
を
回
避
す
る
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
二
、
小
さ
な
災
害
を
除
去
す
る
こ
と
は
、

通
常
重
大
な
災
害
を
除
去
す
る
う
え
で
肯
定
的
な
影

『笹子トンネル（上り線）の過去の点検経緯』　中日本高速道路株式会社

定期点検の実績［2012年９月（Ｈ24．９）］（上り線）資料⑤

中日本はトンネルの異常を知っていた！　しかしそれを放置した！
　中日本高速の提出した資料には　　①　簡単な点検でも 51 カ所の異常があることを知ってい

ました。しかし、　　②　それを「速やかに補修が必要な損傷ではないものと判断」して放置し

ていました。

点検範囲・対象

点検方法

点検結果

天井板上：覆工コンクリー
ト、隔壁板、天井板上面、

受台等

道路空間：天井板下面、点
検用通路、内装板、水路等

天井板上は、徒歩により近

接目視及び一部打音点検※、

道路空間は、高所作業車に

より近接目視及び打音点検

※打音は近接目視での異常

箇所について実施（手の届

く範囲）

点検結果 2012 主な点検結果（概要）
・アンカーボルトの脱落※１　　　　　　 ４箇所

・アンカーボルトのゆるみ※２　　　　　 20箇所

・アンカーボルト腐食による断面欠損　　 10箇所

・吊金具ボルトの脱落※１　　　　　　　 17箇所

※１　2012年９月の「脱落」では、2012年12月緊

急点検で定義した「欠落」と「脱落」を区分して

いない

※２　ボルトナットのゆるみを含む

※上記数量は、Ｈ24. 12. 12「中央自動車道笹

子トンネル天井板落下事故を受けた緊急点検

結果」の数量区分に準じて算出 

※アンカーボルト等で、 機能面からみて速や
かに補修が必要な損傷はないものと判断した

※欠落；点検時点で既に抜けていたもの

　脱落；点検を行った際に抜け落ちたもの 

①

②
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響
を
持
ち
ま
す
」
（
『
Ｉ
Ｌ
Ｏ
産
業
安
全
保
健
エ
ン
サ

イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
』
）
。
図
③

　

つ
ま
り
、
天
井
崩
落
死
亡
事
故
と
い
う
重
大
災
害

に
は
、
水
漏
れ
や
小
さ
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
さ
ら
に

は
ボ
ル
ト
が
天
井
か
ら
落
ち
て
く
る
よ
う
な
す
そ
野

の
ニ
ア
災
害
が
何
件
も
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
ニ
ア
災
害
＝
重
大
事
故
の
予
兆
へ
の
対
応

が
ま
っ
た
く
出
来
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
頂
点
の

重
大
事
故
を
許
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

今
回
の
事
故
に
お
い
て
も
重
大
災
害
と
な
る
現
場

で
の
予
兆
は
様
々
に
あ
り
、
そ
れ
が
安
全
情
報
と

し
て
ま
っ
た
く
生
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
ま

す
。

　

地
元
紙
は
現
場
の
作
業
員
の
声
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

伝
え
て
い
ま
す
。

・  「
『
点
検
の
間
隔
が
開
き
、
点
検
後
に
問
題
が
あ
る

箇
所
を
会
社
側
に
報
告
し
て
も
、
な
か
な
か
修
繕

さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
』
。
高
速
道
路
の
点
検
業

務
に
携
わ
る
五
十
代
男
性
は
、
民
営
化
後
の
会
社

側
の
管
理
姿
勢
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
す
る
」

 

・  「
末
端
に
位
置
す
る
現
場
作
業
員
の
声
が
ど
こ
ま

で
届
い
て
い
る
か
見
当
も
つ
か
な
い
」　

・  「
『
日
本
道
路
公
団
の
時
代
に
は
技
術
屋
さ
ん
が
現

場
に
来
た
も
の
だ
が
、
民
営
化
さ
れ
て
か
ら
中
日

本
高
速
は
お
ろ
か
、
（
子
会
社
の
）
エ
ン
ジ
東
京

社
員
す
ら
、
現
場
に
来
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
』
。
中
央
道
の
点
検
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
県

内
の
四
十
代
の
作
業
員
男
性
は
こ
う
話
す
」

・  「
旧
日
本
道
路
公
団
の
民
営
化
後
、
別
の
男
性
作

業
員
は
エ
ン
ジ
東
京
に
対
し
、
道
路
の
修
繕
を
申

し
出
た
が
、
『
す
ぐ
に
は
改
善
さ
れ
ず
、
修
繕
さ

れ
る
ま
で
事
故
が
起
き
な
い
か
不
安
だ
っ
た
』
と

明
か
す
」

・    「
『
ド
ラ
イ
バ
ー
に
危
険
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

の
は
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
構
造
物
だ
け
で
は
な
い
。

結
局
、
社
員
が
現
場
を
知
ら
な
い
、
そ
の
一
言
に

尽
き
る
』
。
道
路
の
点
検
に
携
わ
る
男
性
作
業
員

は
、
こ
う
指
摘
し
た
」

（
『
山
梨
日
日
新
聞
』
十
二
月
二
十
八
日
）

　

こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
も
現
場
に
こ
な
い
で
下
請
け

の
現
場
作
業
員
の
声
も
聞
か
な
い
中
日
本
高
速
へ
の

不
信
と
不
満
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
日
本
経
営
ト
ッ
プ
の

　
安
全
認
識
・
安
全
文
化
の
レ
ベ
ル
は
低
い

　

地
元
紙
（
山
梨
日
日
新
聞
）
に
報
道
さ
れ
た
中
日

本
高
速
の
ト
ッ
プ
の
記
者
会
見
か
ら
も
、
現
場
を

し
っ
か
り
把
握
し
な
い
で
安
全
を
軽
視
す
る
中
日
本

高
速
の
「
丸
投
げ
」
体
質
が
う
か
が
え
ま
す
。
点
検

業
務
へ
の
関
わ
り
方
を
問
わ
れ
る
と
、
「
点
検
結
果

は
必
要
が
あ
れ
ば
み
る
が
、
点
検
に
立
ち
会
う
必
要

は
な
い
。
問
題
が
あ
っ
た
も
の
を
議
論
す
る
」
飯
塚

徹
也
部
長
。
本
社
が
点
検
内
容
や
実
施
時
期
、
結
果

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
な
い
こ
と
を
問
わ
れ
る
と
「
ネ

ク
ス
コ
（
高
速
道
路
会
社
）
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
会

図③　災害ピラミッド（ハインリッヒの法則・「１：２９：３００の法則」）

『ＩＬＯ産業安全保健エンサイクロペディア』などを参考に作成

１

重大事故

２９

軽微な事故

３００

⬅　軽微な事故を全力で防いでいれば、
　　重大事故を防止できる

⬅　重大災害の発生はすそ野の軽微な事故・
　　ニア災害を放置したから

⬅　ヒヤリとするような事故を
　　防げば、災害は発生しない災害とならないヒヤリとするような事故
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社
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
役
割
は
明
確
。
そ

れ
ぞ
れ
の
責
任
で
果
た
し
て
い
く
べ
き
だ
」
金
子
剛

一
社
長
。
と
い
う
も
の
で
す
。

　

金
子
社
長
の
十
二
月
二
十
一
日
の
記
者
会
見
で
の

見
解
も
、
中
日
本
高
速
ト
ッ
プ
の
安
全
に
対
す
る
認

識
の
低
さ
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

点
検
に
問
題
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
か

「
点
検
し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故

が
起
き
た
。
現
在
は
安
全
性
の
向
上
を
含
め
、
さ
ら

な
る
点
検
や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
や
っ
て
い
る
」

点
検
が
不
十
分
だ
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か

「
十
分
か
、
不
十
分
か
は
（
国
交
省
の
）
調
査
委
員

会
か
ら
、
い
ず
れ
聞
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
」

直
近
で
は
笹
子
ト
ン
ネ
ル
で
打
音
検
査
を
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
会
社
の
調
査
で
も
あ
き
ら
か
に
な
っ

て
い
る
か

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い
う
か
、
点
検
要
領
の
通
り
や
っ

て
い
た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
先
は
調
査
委
員

会
あ
る
い
は
県
警
の
捜
査
が
入
る
の
で
、
ど
の
よ
う

な
と
い
う
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
と
思
う
」

　
　

・
・
略
・
・

再
発
防
止
策
に
は
点
検
の
見
直
し
を
含
め
な
い
の
か

「
ま
だ
ち
ょ
っ
と
内
容
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
」

会
社
の
体
質
に
問
題
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
か

「
問
題
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
よ

り
安
全
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織

を
加
え
る
の
か
、
変
え
る
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
」

現
時
点
で
辞
任
の
考
え
は

「
今
あ
る
問
題
を
き
ち
っ
と
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

一
番
だ
と
考
え
て
い
る
」

　

（
『
山
梨
日
日
新
聞
』
十
二
月
二
十
二
日
）

　

つ
ま
り
、
本
社
で
あ
る
中
日
本
高
速
の
ト
ッ

プ
は
高
速
道
路
の
維
持
管
理
、
点
検
に
つ
い
て

何
も
知
ら
な
い
し
、
安
全
や
点
検
結
果
に
も
関

心
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
業
務
の

基
本
で
あ
る
現
場
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
を
当

然
と
し
た
の
な
ら
、
本
社
内
に
人
材
は
育
た
な

い
し
、
人
か
ら
人
へ
の
技
術
も
継
承
さ
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
状
態
で
は
現
場
を
正
確
に
業
務
指
示

し
安
全
を
確
保
す
る
本
社
の
指
導
力
も
失
わ
れ

ま
す
。

　

中
日
本
高
速
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
企
業
ト
ッ
プ

に
み
ら
れ
る
「
安
全
文
化
」
で
す
。
安
全
文
化
と

は
、
災
害
の
一
層
の
減
少
を
図
る
た
め
に
、
企
業
の

文
化
と
し
て
安
全
最
優
先
の
価
値
観
を
も
ち
、
そ
れ

を
「
人
的
資
源
」
も
含
め
て
醸
成
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
現
場
の
実
態
と
現
場
の
労
働
者
の
声
を
大

切
に
し
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
し

て
、
ど
の
よ
う
な
小
さ
な
こ
と
も
安
全
情
報
と
し
て

改
善
と
予
防
に
対
応
で
き
る
組
織
風
土
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

残
念
な
が
ら
日
本
の
大
企
業
で
は
、
こ
の
こ
と
は

極
め
て
不
十
分
で
す
。
特
に
中
日
本
高
速
は
、
安
全

文
化
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
道
路
公
団
の
民
営
化
で

　
　
　
何
が
め
ざ
さ
れ
た
の
か
？

　

二
〇
〇
五
年
、
当
時
の
小
泉
政
権
が
、
小
泉
構
造

改
革
の
「
大
き
な
柱
」
と
し
て
道
路
四
公
団
の
民
営

化
を
行
い
ま
し
た
。
高
速
六
社
（
地
域
別
に
東
日
本
、

中
日
本
、
西
日
本
、
首
都
、
阪
神
、
本
州
四
国
連
絡

の
六
つ
の
高
速
道
路
会
社
）
の
一
つ
と
し
て
中
日
本

高
速
が
で
き
ま
し
た
。
株
式
は
国
が
一
〇
〇
％
を
保

有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
道
路
公
団
は
、メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
「
高

い
利
用
料
金
」
「
官
僚
の
天
下
り
先
」
「
公
団
の
天
下

り
先
に
な
っ
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
と
の
不
透
明

な
コ
ス
ト
高
の
取
引
」
「
採
算
度
外
視
の
無
理
な
道

路
建
設
」
「
約
四
十
兆
円
に
の
ぼ
る
債
務
」
「
談
合
体

質
」
「
国
民
の
監
視
が
不
十
分
」
で
あ
り
是
正
さ
れ

て
当
然
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
民
営
化
の
必
要
を
「
道
路
関
係
四
公
団
の
改
革
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は
国
民
に
元
気
を
も
た
ら
す
改
革
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
虚
偽
と
不
正
は
厳
し
く
糾
弾
さ
れ
、
ま
じ
め

に
働
く
者
の
努
力
が
報
い
ら
れ
、
未
来
に
希
望
を
抱

く
こ
と
が
で
き
る
日
本
国
に
す
る
た
め
の
改
革
で
あ

る
」
（
同
意
見
書
）
と
高
ら
か
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
手
法
は
「
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

発
揮
、
採
算
性
を
重
視
し
た
事
業
経
営
」
「
民
間
企

業
と
し
て
コ
ス
ト
意
識
を
徹
底
す
る
」
「
現
在
の
四

公
団
の
維
持
管
理
費
用
を
徹
底
的
に
見
直
し
た
上
で

民
営
化
を
行
う
」
と
い
う
コ
ス
ト
削
減
の
合
理
化
で

す
。

　

特
に
「
維
持
補
修
な
ど
の
業
務
」
に
つ
い
て
は
、「
自

動
車
道
事
業
に
関
わ
る
維
持
補
修
、
料
金
収
受
、
交

通
管
理
、
保
全
点
検
な
ど
に
要
す
る
管
理
費
は
徹
底

し
た
合
理
化
を
行
い
最
小
限
に
ど
と
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
」「
具
体
的
な
業
務
の
必
要
性
に
立
ち
返
っ

て
徹
底
的
に
見
直
し
、
概
ね
三
割
縮
減
す
る
こ
と
を

目
指
す
」
（
同
意
見
書
）
と
い
う
具
体
的
な
根
拠
不

明
の
乱
暴
な
三
割
縮
減
で
す
。

　

こ
の
根
拠
不
明
の
「
管
理
コ
ス
ト
の
大
幅
削
減
」

が
各
新
会
社
の
基
本
目
標
方
針
と
な
り
ま
す
。
中
日

本
高
速
の
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｖ
』
と
い
う
経
営
計
画
書

で
は
「
二
〇
〇
二
年
度
比
三
割
コ
ス
ト
削
減
水
準

を
維
持
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
削
減
を
目
指
し
ま
す
」

（
二
〇
〇
七
年
）
、
「
㎞
当
た
り
の
管
理
費
二
〇
一
一

年
度
実
績
七
一
（
百
万
円
／
㎞
）
を
二
〇
一
二
年
度

目
標
は
六
八
に
、
二
〇
一
五
年
度
目
標
は
六
六
に
」

（
二
〇
一
二
年
）
と
削
減
が
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
利
益
を
上
げ
る
こ
と
は
最
優
先
と

さ
れ
ま
し
た
。
企
業
活
動
で
得
た
利
益
を
社
内
に

留
保
し
て
い
る
利
益
剰
余
金
を
中
日
本
高
速
で
見
る

の
な
ら　

図
④
の
よ
う
に
留
保
額
が
新
会
社
発
足
当

初
よ
り
三
・
五
倍
の
四
四
〇
億
円
と
極
め
て
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
健
全
性
を
示
す

指
標
の
流
動
比
率
は
、
大
企
業
で
も
一
三
〇
％
～

一
五
〇
％
あ
れ
ば
健
全
と
さ
れ
て
い
る
に
、
実
に

一
〇
〇
〇
％
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
大
き
な
「
黒
字
」
の
利
益
を
ど
う

す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

十
分
な
資

金
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ン
ネ
ル
も
含
め

て
老
朽
化
す
る
道
路
施
設
の
安
全
点
検
と
維
持
・
修

繕
に
む
け
る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で

す
。
安
全
上
な
必
要
な
管
理
費
用
（
支
出
）
の
「
保

全
点
検
費
」
は
こ
の
六
年
間
、
減
額
さ
れ
て
も
、
ほ

と
ん
ど
増
や
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
ト
ン
ネ

ル
修
繕
費
」
で
み
る
の
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
減
額
状

況
で
も
あ
り
ま
す　

図
⑤
。
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流
動
比
率
と
は

　

企
業
の
健
全
性
を
示
す
指
標
で
、
流
動
資
産
÷

流
動
負
債
×
一
〇
〇
％
で
求
め
ら
れ
る
。
流
動
資

産
と
は
一
年
以
内
に
現
金
化
で
き
る
資
産
、
流
動

負
債
は
一
年
以
内
に
返
済
す
べ
き
負
債
の
こ
と
で

あ
る
。
一
般
に
一
〇
〇
％
以
下
だ
と
企
業
が
支
払

不
能
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
比
率
は
中
小

企
業
で
一
二
〇
％
、
大
企
業
で
一
三
〇
％
以
上
が

健
全
と
さ
れ
て
い
る
。

利
益
剰
余
金
と
は

　

「
利
益
を
源
泉
と
す
る
剰
余
金
」
の
こ
と
で
、
企

業
活
動
で
獲
得
し
た
利
益
の
内
、
社
外
に
分
配
せ

ず
、
企
業
内
に
蓄
積
・
留
保
し
た
金
額
の
こ
と
を

い
う
。
い
わ
ゆ
る
社
会
問
題
化
し
て
い
る
「
内
部

留
保
」
と
は
、
利
益
剰
余
金
が
基
本
で
あ
り
、
狭

義
の
内
部
留
保
と
は
利
益
剰
余
金
の
こ
と
を
指
す
。
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そ
の
逆
に
、
直
接
利
益
を
生
み
出
す
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
な
ど
の
事
業
費
（
支
出
）
に
は
、
資
金
を
投

入
し
二
〇
〇
七
年
度
と
比
較
し
た
二
〇
一
二
年
度
は

二
・
三
倍
に
伸
ば
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
安
全
対
策
は

直
接
利
益
を
生
ま
な
い
で
コ
ス
ト
ば
か
り
か
か
る
。

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
新
装
は
、
使
っ
た
コ
ス
ト
以
上

に
直
接
の
利
益
を
生
み
出
す
の
で
こ
ち
ら
が
優
先
」

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

安
全
文
化
と
は
程
遠
い

考
え
方
で
す
が
、
中
日
本
高
速
で
は
、
こ
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
の
部
門
が
経
営
幹
部
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
丸
な
げ
」
の
連
鎖
、
し
か
も

　
安
全
対
策
が
コ
ス
ト
高
な
ら
ク
レ
ー
ム

　

高
速
道
路
は
、
一
般
の
道
路
と
比
べ
て
重
大
事
故

に
な
り
や
す
く
、
特
に
ト
ン
ネ
ル
の
危
険
性
は
高
く
、

一
九
七
九
年
の
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
火
災
事
故
は
七
名

が
死
亡
、
一
七
三
台
の
自
動
車
が
焼
失
し
て
い
る
だ

け
に
安
全
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

防
災
訓
練
も
道
路
公
団
時
代
は
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
「
か
つ
て
は
、
長
大
ト
ン
ネ
ル
（
笹
子
ト
ン
ネ
ル
）

内
で
の
車
両
火
災
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
と
、
水
噴

霧
装
置
な
ど
の
設
備
点
検
を
、
通
行
止
め
を
し
て
実

施
し
て
い
た
。
し
か
し
、
通
行
止
め
は
、
利
用
者
に

多
大
な
迷
惑
を
及
ぼ
す
と
し
て
、
そ
の
後
行
わ
れ
な

く
な
っ
た
」
（
元
道
路
公
団
職
員　

小
沼
俊
彦
『
甲

府
盆
地
に
高
速
道
路
が
走
っ
た
』
）
。

　

今
回
の
ト
ン
ネ
ル
事
故
に
遭
遇
し
た
人
達
が
、
避

難
連
絡
抗
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
避
難

連
絡
抗
扉
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
防
災
施
設
の
点
検
を
す
る
、
し
っ

か
り
し
た
ト
ン
ネ
ル
の
防
災
訓
練
も
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。

　　

よ
く
メ
デ
イ
ア
か
ら
「
高
速
会
社
の
経
営
は
国
の

関
与
が
強
く
、
民
営
化
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
に
く
い
」

な
ど
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
し
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
事
業
の
基
本
で
あ
る
安
全
に
お
け
る
国
の

関
与
は
ま
る
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
と
し
て
高

速
道
路
の
安
全
上
の
維
持
管
理
は
、
点
検
や
補
修
に

関
し
て
の
統
一
基
準
も
な
け
れ
ば
、
点
検
検
査
の
報

告
義
務
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
国
は
民
営
化
に
伴
っ
て
高
速
道
路
会
社
に

「
丸
投
げ
」
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
中
日
本
高
速
は
、

グ
ル
ー
プ
会
社
に
「
丸
投
げ
」
、
グ
ル
ー
プ
会
社
は

協
力
会
社
に
「
丸
投
げ
」で
す
。
「
丸
投
げ
」
の
リ
レ
ー

は
安
全
無
責
任
の
リ
レ
ー
だ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
も
中
日
本
高
速
は
単
な
る
「
丸
な
げ
」
で
す

ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
土
交
通
省
に
提
出
し

た
中
日
本
高
速
の
資
料
に
は
、
子
会
社
の
計
画
書
に

あ
っ
た
天
井
板
裏
の
詳
細
点
検
を
本
社
の
指
示
で
簡

易
な
方
法
に
変
更
し
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か

ら
も
、
安
全
上
の
コ
ス
ト
の
か
か
る
場
合
に
は
ク

レ
ー
ム
を
つ
け
中
止
も
さ
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

目
先
の
利
益
の
追
求
だ
け
は
露
骨
に
発
揮
し
、
そ

れ
だ
け
で
安
全
上
の
判
断
も
で
き
な
い
新
会
社
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

民
営
化
は
公
団
の
プ
ラ
ス
面
を
切
捨
て

　
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
を
強
め
た

　

民
営
化
に
よ
っ
て
で
き
た
各
新
会
社
の
経
営
ト
ッ

プ
の
役
員
報
酬
は
か
な
り
高
額
で
す
。
事
故
が
起
き
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（『朝日新聞』2012 年４月１５日）

高速３社役員数、民営化前の６倍　報酬総額も膨張
　

　旧日本道路公団が民営化されてできた高速道路３社の役員数が、

旧公団の約６倍の計５１人に膨れあがっていることがわかった。役

員の報酬も６倍の計約８億４千万円にのぼる。道路公団民営化は費

用を抑えて無駄な道路建設をやめるためだったが、経営陣自ら焼け

太りしていた。旧日本道路公団は、東日本、中日本、西日本の高速

道路３社に分かれている。東日本は東北、関越道など、中日本は東名、

新東名、中央道など、西日本は名神、中国、九州道などを管理・運

営している。取締役と専任執行役員を合わせた数は、東日本が２３

人、中日本が１５人、西日本が１３人の計５１人。２００５年に民

営化された時の計３４人から１７人も増やした。旧公団の役員は総

裁、副総裁、理事の計８人だった。

  

た
そ
の
年
の
四
月
に
は
次
の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
民
営
化
さ
れ
た
会
社
の
役
員
の

役
員
数
は
旧
道
路
公
団
の
六
倍
に
、
役
員
報
酬
も
約

六
倍
に
膨
張
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

中
日
本
高
速
の
株
式
総
会
の
資
料
に
よ
る
と
役
員

報
酬
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
る
と
取
締
役
の
平
均
報
酬
は
年
一
八
六
〇
万

円
で
し
た
。

て
も
国
が
一
〇
〇
％
株
主
だ
け
に
極
め
て
内
々
の
不

透
明
状
態
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

中
日
本
高
速
だ
け
で
は
な
く
、
高
速
新
会
社
全
体

に
不
透
明
な
役
員
人
事
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
役
員
は
、
相
変
わ
ら
ず
高

速
道
路
会
社
の
天
下
り
先
と
さ
れ
、
し
か
も
中
日
本

高
速
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
へ
の
発
注
費
は
通
常
よ
り

高
い
割
高
発
注
で
あ
り
、
馴
れ
合
い
の
体
質
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
各
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
も
大
き

な
利
益
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
中
日
本
高
速
で
は
、
組
織
内
の
新
東
名
高
速

道
路
の
用
地
買
収
を
め
ぐ
る
三
年
間
に
わ
た
る
詐

欺
・
脱
税
が
明
ら
か
と
な
り
二
〇
一
二
年
に
は
懲
役

刑
の
判
決
も
で
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
件
で
中
日
本

高
速
は
九
月
に
は
懲
戒
解
雇
し
た
元
社
員
を
除
く
延

べ
五
十
六
人
の
降
格
・
出
勤
停
止
・
減
給
な
ど
の
懲

戒
処
分
を
お
こ
な
っ
た
ば
か
り
で
す
。　

中
日
本
高
速
道
路
役
員
の
報
酬
額

　

（
二
〇
一
一
年
六
月
二
十
七
日
現
在
）

取
締
役
（
六
名
）
年
間
報
酬
総
額

一
億
一
一
五
八
万
円

監
査
役
（
四
名
）
年
間
報
酬
総
額四

一
八
九
万
円                

※　

監
査
役
に
は
非
常
勤
監
査
役
二
名
を
含
む

　

中
日
本
高
速
の
株
主
総
会
資
料
を
調
べ
て
み
る

と
、
役
員
の
新
任
と
退
職
の
移
り
変
わ
り
が
早
く
、

短
期
間
で
取
締
役
か
ら
監
査
役
そ
し
て
取
締
役
な
ど

グ
ル
グ
ル
回
っ
て
い
る
役
員
も
い
ま
す
。
社
外
の
監

査
役
員
は
、
お
も
に
大
企
業
役
員
の
兼
職
で
す
。
こ

れ
ら
の
役
員
は
年
間
で
二
十
回
程
の
役
員
会
出
席
で

約
五
〇
〇
万
円
も
の
報
酬
を
得
て
い
ま
す
（
「
第
七

回
定
時
株
主
総
会
資
料
」
よ
り
）
。
株
主
総
会
と
い
っ
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結
局
、
小
泉
改
革
の
「
官
か
ら
民
へ
」
の
大
き
な

お
手
本
で
あ
っ
た
道
路
公
団
の
民
営
化
と
は
一
体
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

　

民
営
化
は
、
道
路
公
団
の
天
下
り
や
談
合
体
質
と

い
う
マ
イ
ナ
ス
面
を
さ
ら
に
助
長
し
て
、
利
益
と
役

員
報
酬
は
し
っ
か
り
追
求
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
道
路
公
団
が
守
っ
て
き
た
公
共
性
・

安
全
性
と
い
う
プ
ラ
ス
面
を
軽
視
し
切
り
捨
て
た
の

で
す
。
民
営
化
に
よ
っ
て
企
業
風
土
の
お
か
し
な
新

会
社
が
で
き
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

中
日
本
高
速
の
よ
う
な
安
全
軽
視
の

　
事
態
が
広
が
っ
て
い
な
い
か

　

笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板
崩
落
事
故
を
受
け
て
国

土
交
通
省
は
、
同
じ
よ
う
に
天
井
板
を
設
置
し
て
い

る
ト
ン
ネ
ル
の
緊
急
点
検
を
さ
せ
ま
し
た
。
全
体
で

五
十
九
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
十
六
ト
ン
ネ
ル
で
異
常
が

あ
り
ま
し
た
。

　

異
常
が
見
つ
か
っ
た
都
道
府
県
管
理
の
ト
ン
ネ
ル

は
二
本
と
も
山
梨
県
で
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
本

は
甲
府
市
街
の
生
活
道
路
に
あ
る
愛
宕
ト
ン
ネ
ル
で

す
。
山
梨
県
の
管
理
も
実
に
ず
さ
ん
で
し
た
。
小
さ

な
愛
宕
ト
ン
ネ
ル
で
も
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
が
一
本
な

く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
七
本
の
異
常
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
一
九
九
〇
年
に
天
井
板
の
設
置
か
ら
現

在
ま
で
の
二
十
二
年
間
で
一
度
も
打
音
検
査
を
し
て

い
な
か
っ
た
し
、
点
検
記
録
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
日
本
高
速
や
山
梨
県
の
ず
さ
ん
な
管
理
は
極
端

な
も
の
で
す
が
、
公
共
事
業
に
は
、
こ
れ
と
似
た
傾

向
が
こ
の
と
こ
ろ
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
く
造

る
箱
も
の
は
ド
ー
ン
と
造
る
が
、
あ
と
は
そ
の
運
営

費･

保
全
費
は
計
画
的
に
考
え
な
い
か
、
で
き
る
だ

け
節
約
の
み
を
考
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
だ
か
ら

「
公
設
民
営
」
な
ど
と
い
う
手
法
も
行
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。
老
朽
化
し
た
な
ら
、
で
き
る
限
り
保
守
修

繕
の
コ
ス
ト
は
か
け
な
い
で
、
「
つ
ぶ
し
て
新
た
に

改
築
す
れ
ば
い
い
」
と
す
る
傾
向
は
危
険
で
す
。
点

検
と
保
守
管
理
・
修
繕
だ
と
主
に
中
小
企
業
の
仕
事

で
す
か
ら
、
新
設
で
な
い
と
大
企
業
・
ゼ
ネ
コ
ン
を

喜
ば
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

特
に
「
〇
年
後
に
新
築
す
る
」
と
さ
れ
る
建
物
の

保
守
修
繕
は
「
ど
う
せ
つ
ぶ
す
の
だ
か
ら
、
補
修
に

費
用
を
か
け
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
な
り
、
そ

の
間
が
も
っ
と
も
保
全
管
理
の
手
抜
き
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
切
な
の
は
人
で
す
。
保
全
管
理
を
行
え

る
人
、
応
急
措
置
を
判
断
で
き
る
人
は
い
る
の
か
、

そ
の
た
め
の
人
を
育
成
し
て
い
る
の
か
も
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
事
業
は
人
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
間
の
労
働
雇
用
政
策
は
、
あ
ま
り
に
も
人
を
粗
末

通常の点検・補修ができていないから、この結果となる！

※山梨県管理２トンネルは12／17日に公表

トンネル天井板緊急点検結果（12／13公表） 国土交通省指示
トンネル内道路附属物点検（12／27公表）管 理 者 トンネル数 不具合

ネクスコ東日本 14 ０

ネクスコ中日本 ３ ２

ネクスコ西日本 12 ２

首都高速道路（株） ６ ２

阪神高速道路（株） ３ ２

国 ９ ３

都道府県・政令市・
地方道路公社

12 　５※

計 59 16

管 理 者
重量構造物
を有するト
ンネル数

点検が完了
したトンネ
ル数

不具合が確
認されたト
ンネル数

高速道路会社 572 566 ９

国 2８３ 2８３ ９

都道府県・ 
政令市等

5８０ 571 ４

計 1，4３5 1，42０ 22
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事
業
で
あ
り
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
で
は
な

く
「
人
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
」
で
す
。
そ
し
て
大

き
な
土
木
建
設
事
業
の
あ
と
は
、
大
き
な
赤
字
と
新

た
に
膨
大
と
な
る
保
全
管
理
費
が
継
続
し
て
残
さ
れ

ま
す
。
こ
の
膨
大
と
な
る
保
全
管
理
費
が
無
計
画
で

あ
っ
た
り
安
易
な
節
約
で
は
、
再
び
大
き
く
安
全
性

を
脅
か
す
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
来
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
事
故
の
教
訓
と
対
策
は
、

安
全
最
優
先
の
安
全
文
化
の
確
立
で
あ
り
、
現
場
を

大
切
に
し
た
日
常
的
な
点
検
と
維
持
管
理
・
修
繕
と

そ
の
た
め
の
人
の
確
保
と
育
成
で
す
。
そ
し
て
企
業

利
益
最
優
先
の
民
営
化
で
は
な
く
公
共
性
を
大
切
に

し
た
国
民
の
た
め
の
事
業
の
継
続
性
で
す
。

　

施
設
は
地
道
に
点
検
と
維
持
管
理
・
修
繕
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
日
々
の
安
全
を
確
保
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
施
設
の
寿
命
も
延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
イ
ン
フ
ラ
の
保
守
管
理
の
あ
り
方
を
、
安

全
と
そ
の
た
め
の
人
を
基
本
的
に
し
て
根
本
か
ら
見

直
す
べ
き
と
き
で
す
。

　

本
来
す
べ
き
こ
と
を
し
な
い
で
、
当
然
防
止
で
き

た
重
大
災
害
を
防
止
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
笹
子

ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
の
教
訓
と
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

９人が死亡した中央自動車道笹子トンネル（山梨県）

の天井板崩落事故で、中日本高速道路は３日、上り

線の崩落現場を初めて報道陣に公開した。路面には

遺族が数日前に供えた花束が置かれていた（山梨県

大月市）（2013 年 02 月 03 日）	【時事通信社】	

に
し
て
い
ま
す
。
正
規
社
員
か
ら
非
正
規
社
員
に
、

業
務
は
下
請
け
、
孫
請
け
で
す
。

　

自
治
体
で
も
小
泉
改
革
に
よ
っ
て
道
路
公
団
と
同

じ
く
「
官
か
ら
民
へ
」
の
民
営
化
が
強
め
ら
れ
、
市

町
村
合
併
に
よ
る
職
員
の
削
減
が
進
み
、
し
か
も
正

規
職
員
が
削
減
さ
れ
非
正
規
職
員
へ
の
比
重
が
強
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
現
場
の
公
共
事
業
を
安
全
に
指
示
し
施
設

の
保
全
管
理
を
し
っ
か
り
維
持
で
き
る
人
が
い
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
中
日
本
高
速
の
よ

う
な
安
全
軽
視
の
事
態
が
ど
こ
に
で
も
広
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。

安
全
が
箱
も
の
景
気
対
策
に

　
す
り
替
え
ら
れ
、

　
　
そ
の
後
の
保
全
も
心
配

　

今
、
安
倍
政
権
は
、
看
板
政
策
に
景
気
対
策
と
し

て
の
「
強
靱
化
計
画
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

赤
字
国
債
も
発
行
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
「
十
年
間

で
二
〇
〇
兆
円
」
も
か
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

の
政
策
を
遂
行
す
る
理
由
付
け
と
宣
伝
に
笹
子
ト
ン

ネ
ル
事
故
も
「
教
訓
と
対
策
」
と
し
て
使
わ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
大
企
業
の
た
め
の
大
き
な
公
共


